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Ｒ３年度 自治区実態調査票 集計結果 
 
●回答数 ２６２自治区（８７％）うちネット回答６４自治区 

問１ 自治区長業務について 

（１）区長として最も時間を費やす業

務をお答えください。 

（下表１から番号選択） 

第 1 位  16 自治区主催行事（夏祭り等） 

第 2 位  11 土木工事等市への申請事務 

第 3 位  18 区民からの相談対応 

（２）また、最も負担だと感じる業務を

お答えください。 

（下表 1から番号選択） 

第 1 位  19 各種委員等の推薦 

第 2 位  18 区民からの相談対応 

第 3 位  16 自治区主催行事（夏祭り等） 

その他の記述（抜粋） 

・自治区の運営に関すること（自治区だより等回覧物の作成、自治区内会議資料の準備 等） 

・自治区役員の選出      ・区費の徴収に関すること   ・地区区長会運営に関する事務 

・外部の会議や行事への参加（こども園・小中学校の行事など） 

《表１》 

１ 広報とよたの配布          ２ 行政案内文書等の配布・回覧  

３ 市行事（会議含む）参加協力 ４ 交通安全街頭監視活動  

５ ごみステーションの維持管理 ６ ストックヤード維持管理 ７ 市指定ごみ袋の販売 

８ 各種募金活動        ９ 環境美化活動（草刈等） 10 広場の簡易な維持管理  

11 土木工事等市への申請事務  12 防犯活動(パトロール等) 13 自主防災会の運営 

14 防犯灯の設置・維持管理   15 各種表彰候補者の推薦  16 自治区主催行事（夏祭り等） 

17 地区コミュニティ会議の行事 18 区民からの相談対応     19 各種委員等の推薦 

20 その他（上回答欄に、内容を具体的にご記入ください） 

（３）区の仕事に従事している時間は週

に何時間くらいですか。 

平均 ：１２．３時間/週 

最大 ：  １３０時間/週 

最少 ：  ０.５時間/週 

（４）自治区事務員を雇用しています

か。 

１ 雇用している   ９２自治区（３５％） 

２ 雇用していない １７０自治区（６５％） 

（５）区長が兼務している役職はいくつ

ありますか。 

また、それに従事する時間は週に

何時間くらいですか。 

(例：地域会議、自主防災会役員等) 

平均 ： ３．７個 

最多 ：  ２５個  

最少 ：   ０個 

 

平均 ：  ３．４時間/週 

最高 ：   ４０時間/週 

最少 ：  ０．５時間/週 

特に従事することが多いもの（抜粋） 

・区長会関係（役員・総務委員含む）   ３６件 

・地域会議関係           ６２件 

・コミュニティ会議関係         ６７件 

・自主防災会活動          ５８件 

・交通安全・防犯・環境関係       ３１件 

・地域内の各種委員会・協議会組織等  ６１件 

＜役職数＞ 

＜従事時間＞ 
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（６）区長の任期についてお答えくださ

い。 

 

１ １期１年で交代   ３８自治区（１５％） 

２ １期１年で留任を妨げず 

４７自治区（１８％） 

３ １期２年で交代   ７３自治区（２８％） 

４ １期２年で留任を妨げず 

９４自治区（３６％） 

５ その他        ９自治区（ ３％） 

 

 

問２ 自治区への女性参加について 

（１）自治区役員への女性の登用状況を

お答えください。 

女性役員の割合 

平均：１２％ 最大：７７％ 最少：０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自治区に女性会（もしくは女性が

主な構成員の部会・委員会）が組

織されていますか。 

１ 組織している  １０６自治区（４１％） 

２ 組織していない １５３自治区（５９％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１期１年

で交代

15%

１期１年で留任

を妨げず

18%

１期２年で交代

28%

１期２年で

留任を妨げず

36%

その他

3%

【参考】前回調査結果（平成３０年度） 

平均：１１％ 最大：８１％ 最少：０％ 

★平均値が１パーセント増加。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

今後も、自治区役員の女性参画についてご検討くだ

さい。 

【参考】前回調査結果（平成３０年度） 

組織している  １１９自治区（４２％） 組織していない １６７自治区（５８％） 

【参考】前回調査結果（平成３０年度） 

１ １期１年で交代  ３８自治区（１３％） 

２ １期１年で留任を妨げず  

５８自治区（２０％） 

３ １期２年で交代  ９４自治区（３２％） 

４ １期２年で留任を妨げず  

９７自治区（３３％） 

５ その他      ６自治区（ ２％） 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 平成２２年度の区長会総務委員会の検

討結果において、自治区の運営上、自治区

長の任期は２年以上が望ましいという提

言がまとめられています。 
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問３ 区長の選出・決定方法と組長の選出・決定方法 

 

（１）区長の選出方法は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 選挙        ４２自治区（１６％） 

２ 協議        ６６自治区（２５％） 

３ 輪番制       １９自治区（ ７％） 

４ 選考委員会で候補者選出 

           １２２自治区（４７％） 

５ その他              １３自治区（ ５％） 

 
その他の記述（抜粋） 

・区長が次の候補者を探す、依頼する 

・副区長が昇進  ・抽選 

 

（２）組長の選出方法は。 

 

 

 

１ 選挙        １１自治区（ ４％） 

２ 協議       ２９自治区（ １１％） 

３ 輪番制      ２０６自治区（８０％） 

４ その他       １４自治区（ ５％） 

その他の記述（抜粋） 

・高齢者の多い組は組内で固定 

・各組内で選出方法を決めている 

問４ 区費について 

（１）区費の年額はいくらですか。 

   積立金や神社祭礼費は除き、 

   通常の自治区活動に充てる区費 

のみを記入してください。 

 

 

 

一般世帯   平均：１０，７４２円／年 

       最高：４２，０００円／年 

       最低： １，０００円／年 

アパート世帯 平均： ６，７４２円／年 

       最高：２４，０００円／年 

       最低：   ５００円／年 

単身世帯   平均： ７，１２０円／年 

       最高：２４，０００円／年 

最低：   ５００円／年 

その他の記述（抜粋） 

・アパートは大家から徴収 

・学生寮は別で区費を設定 

・年度途中の転入者は区費を月割り 

選挙

16%

協議

25%

輪番制

7%

選考委員会で

候補者選出

47%

その他

5%

【参考】前回調査結果（平成３０年度） 

１ 一般世帯   １０，３７７円／年 

２ アパート世帯  ６，１０２円／年 

３ 単身世帯    ５，８１７円／年 

（※平均値のみ） 

★やや増加傾向 

【参考】前回調査結果（平成３０年度） 

１ 選挙  ６９自治区（２４％） 

２ 協議  ５０自治区（１７％） 

３ 輪番制 ２０自治区（ ７％） 

４ 選考委員会で候補者選出 

     １４０自治区（４８％） 

５ その他 １３自治区（ ４％） 

★平成３０年度と比べて選挙が減少し、

協議での選考は増加。 



 

- 4 - 
 

（２）事業所から賛助会費を徴収してい

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 徴収している   １３０自治区（５０％） 

       平均： ２９，１１２円／年 

       最高：３５０，０００円／年 

       最低：    ７００円／年 

 

２ 徴収していない  ８６自治区（３３％） 

３ 事業所はない    ４２自治区（１６％） 

 

３）区費の減免制度はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ある       １１２自治区（４３％） 

２ ない       １４６自治区（５７％） 

 

（４）減免率について 

 

※実額での回答については、一般世帯の

区費と比較した場合の減免率を算

出しました。 

ひとり親家庭世帯   回答数：３１自治区   

平 均：５．５割減 

５割減：１２自治区 １０割減：２自治区 

障がい者世帯     回答数：２５自治区 

 平 均：４．６割減 

 ５割減：５自治区  １０割減：７自治区 

生活保護世帯     回答数：６０自治区 

 平 均：９割減 

 ５割減：４自治区  １０割減：４５自治区 

高齢者世帯      回答数：２６自治区 

 平 均：６割減 

 ５割減：１１自治区 １０割減：７自治区 

その他の記述（抜粋） 

・民生委員や区長が認めた場合 

・一定期間不在の世帯（入院・出張等） 

徴収している

50%

徴収していない

33%

事業所はない

16%

ある

43%ない

57%

【参考】前回調査結果（平成３０年度） 

１ ある ８１自治区（３２％） 

２ ない １６９自治区（６８％） 

★平成３０年度と比べて減免制度がある

自治区は増加。 
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問５ 自治区で抱える課題について 

（１）自治区で抱える課題は、どのようなものがありますか。 （複数回答可） 

 

※その他（抜粋） 

・イノシシやシカ等の獣害対策 

・コロナ禍におけるふれあい事業 

・空き家の増加 等 

（２）自治区で実施している取組を教えてください。（自由記述） ※主な取組（抜粋） 
 
１  高齢化・少子化に関すること ２３件 

・高齢の評議員の負担軽減（パトロールの免除等） ・お助け隊や自治区による支援 

・ふれあいサロンの開催     ・元気アップ事業支援 

 

２  過疎化に関すること １６件 

・空き家情報バンク制度の活用  ・たすけあいプロジェクトの推進 

・定住促進組織の設置      ・市外の方との交流活動 

 

３  自治区加入に関すること  ６件 

・月に１回役員が巡回し新規住宅や企業を見つける   ・説明会等の開催 

・マンション開発業者主催総会での自治区加入案内、案内文書ポスティング 

 

４  交通安全に関すること  １２件 

・交通安全パトロール、立哨の実施  ・ゾーン３０の検討 

 

５  防災に関すること １５件 

・防災・安否確認訓練の実施     ・災害時要援護者の組ごとの調査 

・防災倉庫の備品を計画的に充実させる 

      

６  防犯に関すること １４件 

・防犯カメラの設置       ・防犯灯のＬＥＤ化 

・青色パトロールの実施     ・県警による「まちの防犯診断」を受ける  
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【参考】前回調査結果（平成３０年度） 

１位：高齢化 ２位：担い手不足 ３位：ゴミの不法投棄 

★上位３位は前回と変化なし。空き地等の草生えを課題と

感じている自治区が前回８４ 今回１０３と増加。 
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７ ゴミに関すること ５８件 

・不法投棄パトロールの実施  ・ごみステーションへ監視カメラの設置   

・役員等による見回り     ・回覧や集会等で注意喚起 

・ごみステーションを清潔に再整備 

 

８ 空き地等の対応に関すること １１件 

・所有者へ草刈り等の働きかけ ・農地環境保全会による管理依頼、草刈り等の実施 

・評議員と有志で草刈を実施 

 

９ 外国人加入者に関すること ７件 

・アパートの管理会社と協力  ・企業の寮の場合は企業と連携 

・チラシの翻訳 

 

10 区長及び役員の担い手不足に関すること ３１件 

・若い世代（50 代中心）の区事業、役員参加呼びかけ ・行事の廃止、簡素化 

・ボランティアの活用               ・育成委員会の設置   

・自治区行事を高齢者クラブと連携  

 

＜その他＞ 

・行事の充実によりコミュニケーションの推進 

・自治区版わくわく事業による活動活性化  

問６ ごみステーションの管理について 

ごみステーションへの不法投棄（分別

不良、危険物の混在、回収曜日違い等）

に対し、対策を行っていますか。 

１ 行っている   １６２自治区（６２％） 

２ 行っていない   ６７自治区（２６％） 

 

行っている場合、具体的にどのような

活動をしているかお答えください 

（複数回答可）  

（行っている場合） 

１ 役員等による立哨     １０４自治区 

２ 監視カメラ（ダミー含）の設置  

６３自治区 

３ その他           ９６自治区 

※その他（抜粋） 

・アパート管理会社へ指導依頼     ・張り紙、看板による啓発 

・回覧による注意喚起         ・ごみステーションを清潔に保つ 

・役員による回収           ・立哨を当番制で実施する 等 

行っている

62%

行っていない

26%
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問７ 自治区未加入世帯に対する加入促進活動について 

自治区未加入世帯に対し加入促進活

動等の働きかけを行っていますか。 

 

１ 特に行っていない  ７９自治区（３０％） 

２ 行っている     ８１自治区（３０％） 

３ 未加入世帯はない １０２自治区（３９％） 

 
 

（行っている場合、具体的にどのような

活動をしているかお答えください）

（複数回答可）  

 

 

 

 

 

 

 

（行っている場合） 

１ 加入促進チラシの配布 

２９自治区 

２ 直接面談による働きかけ 

                ５２自治区 

３ その他           １８自治区 

※その他の記述（抜粋） 

・アパート関係は管理者に加入依頼を要望。 

・各組長から加入の働きかけをしている 

問８ 高齢化対応のための自治区活動について 

高齢化対応のための自治区活動をしていますか。（複数回答可） 

 

特に行っていない

30%

行っている

30%

未加入世帯は無い

39%
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【参考】前回調査結果（平成３０年度） 

１ 特に行っていない 

８９自治区（３１％） 

２ 行っている       

７０自治区（２４％） 

３ 未加入世帯はない   

１２７自治区（４４％） 

★平成３０年度と比べて「行っている」自

治区が増えている。 

【参考】前回調査結果（平成３０年度） 

１ 加入促進チラシの配布   ３０件 

２ 直接面談による働きかけ  ５５件 

３ その他          １２件 

★平成３０年度と大きく変化なし。 



 

- 8 - 
 

（具体的に実施している取組 ※自由記載） 

１ 体操教室やウォーキング等のクラブ活動・イベントの実施 ４０件 

２ 元気アップ教室の実施 ５６件 

３ 高齢者宅への訪問、見守り巡回活動 １９件 

４ ふれあいサロンの開催 ２２件 

５ 民生委員との連携   ２５件 

６ 高齢者クラブへの支援、協力  ２８件 

７ その他（高齢者の避難訓練、たすけあいプロジェクト等への支援） １４件 

問９ 自治区への外国人参加について 

（１）自治区域内に外国人住民がいます

か。 

 

 

 

 

 

１ いる      １５９自治区（６１％） 

２ いない     １０２自治区（３９％） 

（２）自治区への外国人の参加状況と 

   外国人の参加を促すために行っ

ている取組があれば教えてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 多くの外国人が参加している  

２３自治区（１６％） 

２ 参加する外国人は少ない  

６９自治区（４７％） 

３ 外国人の参加はない ５６自治区（３８％） 

 

（実施している取組） 

・子ども会への参加 

・自治区内のイベントや環境美化活動への参加 

・外国語話者の役員を通じたＰＲ 

・訪問などによる日常的な声掛け 

・勤務企業担当者への面談（外国人寮等） 

（３）自治区の外国人役員登用状況をお

答えください。 

 

 

 

外国人役員の割合  回答数：１５０自治区 

平均：１．７％ 最大：２３％ 最少：０％ 

多くの外国人が

参加している

16%

参加する

外国人は

少ない

47%

外国人の

参加はない

38%

★平成３０年度と比べて傾向には大

きな変化なし。 

★民生委員や高齢者クラブとの連携

をとる自治区が増。 

【参考】前回調査結果（平成３０年度） 

１ いる   １５４自治区（５４％） 

２ いない  １３３自治区（４６％） 

【参考】前回調査結果（平成３０年度） 

１ 多くの外国人が参加   

２９自治区（１９％） 

２ 参加する外国人は少ない 

６５自治区（４３％） 

３ 外国人の参加はない   

５７自治区（３８％） 

【参考】前回調査結果（平成３０年度） 

平均: ２．９％ 最大: ４０％ 最少:０％ 
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（４）自治区運営における外国人住民に関わる課題とそれに対する取組についてお答えくだ

さい。（複数回答可） 

 

その他（抜粋） 

・各種案内が日本語で理解してもらえない。 

（実施している取組） 

・翻訳版のごみカレンダーの活用や、外国語に翻訳した自治区の案内冊子を配布する。 

・管理会社に協力を依頼し、問題発生時に指導等を実施する。 

・環境委員等が直接声掛けをし、コミュニケーションを図っている。 

・外国人の役員を通じて指導している。 

問１０ 自治区だよりについて 

（１）自治区だよりの発行方法について

お答えください。 

 

【発行回数】 

 平均： ４回／年 

 最多：２４回／年 

最少： ０回／年 

【編集者】 

１ 自治区の広報部会・委員会などの専門部会 

１１９自治区（６０％） 

２ 自治区長及び役員  ７７自治区（３９％） 

３ その他        ４自治区（２％） 

【印刷方法】 

１ 業者依頼     ７６自治区（３９％） 

２ 自治区印刷機   ９０自治区（４６％） 

３ その他      ３０自治区（１５％） 
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★平成３０年度と比べて大きな変化なし。 
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（２）自治区だよりの主な内容について該当する番号に○をつけてください。（複数回答可） 

問１１ 自治区運営の手引について 

（１）様式集（ＣＤ-ＲＯＭ）を利用し

ていますか。 

１ 利用している  ２２０自治区（８５％） 

２ 利用していない  ３９自治区（１５％） 

（２）自治区運営の手引に掲載してほし

い市や区長会の制度や資料があ

れば記入してください。 

（掲載してほしい制度・資料） 

・県関係の書類（様式） 

・防災活動の有効なマニュアル等 

・市役所の各部署の連絡一覧表 

・ＣＤでなくＵＳＢメモリにして欲しい 

・機材、防犯グッズの購入業者 

・自治区事務スケジュール 

問１２ 自治区のデジタル化について 

（１）自治区のパソコンは、インターネ

ットやメールが使える環境にあ

りますか。 

 

 

 

 

 

 

 

１ ある       １０８自治区（４１％） 

 

２ ない       １０５自治区（４０％） 

 

３ 自治区のパソコンがない 

４８自治区（１８％） 

（２）自治区のホームページを持ってい

ますか。 

１ ある        ３３自治区（１３％） 

２ ない       ２２５自治区（８７％） 

（３）自治区のデジタル化（インターネ

ット環境整備、メールや SNS の活

用等）は、今後の自治区運営に必

要だと考えますか。 

１ 必要      １９１自治区（７４％） 

２ 必要でない    ６７自治区（２６％） 
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【参考】前回調査結果（平成３０年度） 

１ ある    １０９自治区（３８％） 

２ ない    １７９自治区（６２％）

★平成３０年度と比べてインターネッ

トを使用している自治区の割合が増加。 
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（４）自治区においてデジタル化できると良いと考える業務をお答えください。（複数回答

可） 

 

（５）そのために必要な区長会や市の支援はどのようなものですか。（複数回答可） 

 

（６）平成２３年度から区長会のホーム

ページを開設し、各種情報を発信

しています。ご覧になっています

か。 

１ 日常的に活用している ２４自治区（９％） 

２ 開設していることは知っているが、 

あまり見ていない １４１自治区（５５％） 

３ 開設していることを知らなかった 

          ９２自治区（３６％） 

（７）区長会ホームページの改善要望が

あればお聞かせください。 

（自由記述） 

・他自治区の活動状況を載せてほしい 

・既に紙料で通達済みの内容となっており見る必

要がない 

・区長便資料はダウンロードではなく表示として

ほしい 

・区長の業務に必要な文書のフォーマットを一覧

で載せてほしい 

・最初の研修会で区長会ホームページの使い方を

教えてくれると良い 
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問１３ 広報とよた配布方法について 

「広報とよた」はどのような方法で配

布していますか。（複数回答可） 

 
その他（抜粋） 

・区民が輪番で対応、月毎に当番制 

・区役員が配布 

問１４ ＡＥＤの設置状況等について 

集会所・事務所にＡＥＤの設置はあり

ますか。 

 

１ 区民会館などの施設内に設置している 

５４自治区（２１％） 

２ 区民会館などの施設外に設置している 

１１自治区（４％） 

３ 未設置だが、今後設置する予定がある 

１２自治区（５％） 

４ 未設置だが、導入が必要であると 

考えている     ９７自治区（３８％） 

５ 設置する予定はない ７３自治区（２９％） 

６ その他        ７自治区（３％） 

 
その他（抜粋） 

・管理費が高すぎる。 

・市が指定する避難所（集会所）については防災用品として設置してほしい 
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区民会館などの施設内に

設置している

21%

区民会館などの施設外に

設置している

4%

未設置だが、今後設置

する予定がある

5%

未設置だが、導入が

必要であると

考えている

38%

設置する予定は

ない

29%

その他

3%

★平成３０年度と比べてＡＥＤ設置自治

区、ＡＥＤ設置の必要性を感じている自

治区が微増。 



 

- 13 - 
 

問１５ その他、区長会へのご意見、ご要望等がありましたらご記入ください。 

●１ 区長業務多忙 

・仕事量が多いので仕事をしている人は大変である。 

・市等からの調査、会合、連絡等が多く、多忙であり地域の業務に影響する。 

・地区会長へのあて職が多く、自治区運営以上に時間がかかる。 

・小さな自治区は事務員がいる大規模な自治区と同じ業務はできない。 

 

●２ 市等からの依頼・配布物等に関すること 

・豊田市他諸団体（コミ・学校等）からの文書と回覧が多すぎる 

・区長便は毎月１０日であるが、回覧は月初に１回と自治区で決めているため、期限がある

回覧は１か月前に配布する等、タイミングを考えてほしい。 

・各種報告書は返信用封筒での回答としてほしい。 

・市からの事務の簡素化をしてほしい。 

・様式集のＣＤ－ＲＯＭは年度初めに提出する書類もあるため２月に欲しい。 

・コロナ禍で区長が参加する会議が減ったが、これが新しい体制として望ましい。 

 

●３ 自治区の担い手不足に関すること 

・区長、副区長の後継者の人選に苦慮している。 

・区長手当に差があり、仕事量を考慮するとあまりに低額である。市から補助してほしい。 

・区長の仕事は書類づくりからパソコン操作と多く、事務仕事に慣れていない人は難しい。 

・民生委員の選出は区長に押し付けないでほしい。大切な役なので行政で選任してほしい。 

・各種委員等の推薦数を少なくするよう検討してほしい。 

 

●４ 区長会に関すること 

・役員会で発表している課題やこの調査で抽出した課題を区長会で取り組んでほしい。 

・各自治区の共通課題について検討部会を作ってほしい。 

・区長会等で一同に会する機会は減らして、小学校区などの少人数の会議を増やしたい。 

・年２回程度、豊田市区長会だよりの発行をしてほしい。 

・区長バッジをピンバッジにしてほしい。 

・区長会役員会で市への要望や陳情内容を検討し市長に要望したい。 

・自治区実態調査の時期が遅い。区長就任半年くらいで配布してほしい。 

 

●５ 防災に関すること 

・豊田市の自主防災会の規約のサンプルは会長が区長となっているが、区長以外の人が自主

防災会の会長をすべきと考える。 

・垂直避難のための一時滞留場所について検討してほしい。 

 

●６ 工事要望に関すること 

・草刈りや道路補修は区長を通さずに実施してほしい。事務が多すぎる。 

・申請案件ごとに、その都度回答や進捗報告が欲しい。工事の着手が遅い。 

 



 

- 14 - 
 

●７ 補助制度 

・役員手当の自治区間のばらつきをなくしたい。区長会に納入後再分配してほしい。 

・アライグマの駆除は自費で 15,000 円かかるため市の条例を見直してほしい。 

・すべての自治区会館にインターネット回線の義務化と回線の補助をしてほしい。 

・ＡＥＤの設置を無償にし、メンテナンス費のみ自治区負担としてほしい。 

・ＡＥＤは自治区備品補助金制度とは別にして、備品購入年度でも購入できるようにしてほ

しい。 

・備品補助金はインターネット購入にも対応できる制度にしてほしい。 

・区民に速やかに連絡するため、各自治区が共同で利用できるクラウドサービスを構築して

欲しい。 

・ごみステーションは現物支給ではなく、組立不要なものの支給もして欲しい。 

・自治区活動に対する補助金支給額の割合を増やしてほしい。 

・自主防災組織作りのアドバイスをお願いしたい。 

 

●８ その他 

・区民会館の有無や建物、備品の自治区間格差が大きい。 

・区長会で市の施設訪問（上下水道施設、屋外建物施設）をしてほしい。 

・仕事をしながら区長や役員をしている人を考えて、親睦的要素が強い宿泊や飲食を伴う研

修旅行、ゴルフなどは、あくまで参加が任意であっても企画を縮小して頂きたい。 

・県営住宅や集合住宅の課題も取り上げてほしい。 

・建築会社がアパート建設時にゴミ置き場を作らないため、市から指導をお願いしたい。 

・単身高齢者宅全てに、無料でワンプッシュの緊急通報システムを設置してほしい。 

 （豊田市では、ひとり暮らし高齢者登録済み、かつ呼吸器系・循環器系の疾患があり、介

護保険の認定を受けている人が対象。所得税非課税世帯は無料【担当：高齢福祉課

/TEL:0565-34-6984/FAX:0565-34-6793） 

 

 

豊田市区長会事務局 

 


